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試料変形 0 mm 2 mm              4 mm             6 mm 8 mm モデル舌に接触
「舌でつぶせる」区分の介護食品の試験例

－モデル舌での圧縮過程を2方向ビデオで観察－
不均質な舌でつぶせる食品の評価法
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成果の特徴
• 不均質な食品の食感評価にテクスチャ―アナライザーとビデオを併用しました。
• 人の舌に近いかたさのモデル舌で圧縮し、舌でつぶせる食品かどうかを判定し

ました。

成果の活用
• 舌でつぶして食べにくい食品が一目でわかります。
• 介護食品の設計に活用できます。

テクスチャーアナライザーとビデオの配置
透明なモデル舌と平板
の間で食品を圧縮

10 mm
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成果の内容

• 平板とモデル舌が接触する前に壊れる食品は、舌でつぶれます。
• 不均質な食品で、どの部分が舌で壊れにくいのかよくわかります。

• 食べる人の舌圧に応じて、かたさの異なるモデル舌を用いることができます。
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